
【テーマ】 若年性認知症の人と家族の暮らしを支える地域づくりの視点とは

～当事者と家族の地域生活を支えるために、求められる視点と支援のあり方～

１．趣旨

65歳以上の認知症高齢者は2012（平成24）年に462万人、2025（平成37）年に

は700万人を超えるとされています。一般的には高齢期の課題と捉えられがちな認知

症ですが、2009（平成21）年の国の調査結果では、65歳未満で発症した若年性認知

症者は人口10万人当たり47.6人、全国で3.78万人と推計されています。

若年性認知症は本人や配偶者が現役世代であることから、就労の継続や子どもの教

育など家族それぞれの人生設計に大きく影響を及ぼすとともに、経済的な困難に直結

する恐れも少なくありません。

国がすすめる認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）では、若年性認知症施

策の強化を柱のひとつに掲げ、居場所づくりや就労・社会参加等、様々な分野にわた

る支援を総合的に講じるとしていますが、「認知症の人とともに暮らす地域づくり」

をすすめるうえで、まずは本人や家族の想いに向き合い、寄り添う視点が重要です。

そして、地域生活の継続を支えるために、心理・医療、社会参加、就労、経済保障等

あらゆる分野におけるインクルーシブな支援の視点が必要になります。

本セミナーは、若年性認知症の人と家族が住み慣れた地域で暮らし続けることがで

きる地域づくりを考えるために必要な視点と、「支える」「支えられる」を固定しない

実践等からの学びを得て、また、関係者間での共有を図ることを目的に開催します。

２．主催 社会福祉法人全国社会福祉協議会

３．日時 平成30年2月16日（金） 13：00～17：00

４．会場 全国社会福祉協議会会議室

東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル5階

５．定員 80名（先着順／定員に達し次第締め切ります）

平成２９年度

認知症の人とともに暮らす地域づくりセミナー

開催要綱



６．参加対象

①在宅の認知症の人と家族への支援活動の実践者で、活動上の課題を抱えている

人、次の活動展開を考えている人

②社会福祉協議会、地域包括・在宅介護支援センター等、活動者の支援を担う人、

認知症の人と家族の支援を切り口に地域づくりを推進する人

③地域公益的取り組みとして認知症の人と家族の支援に取り組む社会福祉法人

④認知症施策担当の行政職員

⑤その他、認知症の人と家族への支援に関心のある人など

７．日程・プログラム

12:30 13:00 13:10 14:00 14:50 15:00 17:00

受付
開

会
基調講義 講演

休

憩
実践発表・ディスカッション

13：10～14：00（50分）

基調講義「認知症の人とともに暮らすまちづくりに必要な視点とは」

【講師】認知症介護研究・研修東京センター研修企画主幹中村考一氏

14：00～14：50（50分）

講演「『ともに、よりよく生きる』を考えよう～認知症の人の声～」

【講師】NPO法人認知症当事者の会事務局

のぞみメモリークリニック看護師 水谷佳子氏

15：00～17：00（120分）

実践発表・ディスカッション

「若年性認知症の人と家族の暮らしを支える地域づくりの視点とは

～当事者と家族の地域生活を支えるために、求められる視点と支援のあり方～」

〇家族として、支援者（専門職）としての経験から

東京都・八王子認知症家族サロンケアラーズカフェわたぼうし

前運営者新井尚子氏

〇地域での活躍の場を創る・広げる取り組み

（若年性認知症の人がスタッフとなり、地域の子どもと親の居場所づくりを担う子ども食堂を実施）

埼玉県・三芳町社会福祉協議会 主査古賀和美氏

〇地域における支援体制の構築をめざす専門職の役割と活動

若年性認知症支援コーディネーター

愛知県若年性認知症総合支援センター室長山口喜樹氏



８．参加費 3,000円

９．申込方法・申込先

(1) 参加希望者は、別添「参加申込書」に必要事項をご記入のうえ、名鉄観光株式

会社新霞が関支店（下記参照）まで郵送またはFAXにてお申込みください。

参加申込締切：平成30年2月5日（月）

※会場都合により、定員に達し次第募集を終了する場合があります。

(2) 参加費入金後の参加取消しについては、研修会資料の送付をもって代えさせて

いただきます。（参加費の返金はできません）

10．個人情報の取扱い

「参加申込書」に記載いただいた個人情報は、申込受付等委託業者（名鉄観光サ

ービス株式会社新霞が関支店）と、事務局（全国社会福祉協議会高年・障害福

祉部）において共同利用させていただきます。個人情報は参加申込受付、参加管理、

参加にあたり希望される宿泊等のサービス提供及び会議運営に必要な範囲内で使

用いたします。

参加者名簿の作成について

事務局における参加者の把握、参加者同士の交流に資するため、「参加申込書」を元に参加者

名簿（都道府県名、施設名、参加者氏名、役職名を記載）を作成し、当日配布資料に掲載しま

す。参加者名簿への記載を希望されない場合は、「参加申込書」の備考欄にその旨ご記入くださ

いますようお願いいたします。

11．セミナー内容に関するお問合せ先

社会福祉法人全国社会福祉協議会高年・障害福祉部（担当／藤咲・松山）

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル

Tel.03-3581-6502 Fax.03-3581-2428

E-mail z-konen@shyakyo.or.jp

URL http://www.shakyo.or.jp/

≪参加申込先≫

名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店（担当：波多野・山辺）

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルLB階

Fax 03-3595-1119 ℡.03-3595-1121



≪会場のご案内≫

・ 地下鉄銀座線「虎ノ門駅」１１番出口より徒歩５分

・ 地下鉄千代田線／丸の内線／日比谷線「霞ヶ関駅」A１３番出口より徒歩８分

・ 地下鉄千代田線／丸の内線「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分



平成29年度認知症の人とともに暮らす地域づくりセミナー

参加申込書（参加申込方法のご案内）

日 時平成30年2月16日（金）13:00開会・17:00閉会

会 場全国社会福祉協議会会議室

定 員80名※定員に達した時点で受付を終了させていただきます。ご了承ください。

参加費3,000円

■申込方法について

参加をご希望の方は下記「参加申込欄」に必要事項を記入の上FAXにてお申込みください。

事務手続上、2月5日（月）を申込締切日とさせていただきます。

開催日の1週間前に参加券および費用の振込依頼書をご郵送いたします。到着後送金手続をお願いします。

■申込後の変更、取消について

お申込み後の変更および参加取消のご連絡につきましては、申込時の本申込書を変更箇所がわかるよう訂正

の上、名鉄観光サービス㈱新霞が関支店まで再度ＦＡＸ送信をお願いします。

参加費入金後の参加取消に関しましては参加費の返金はございません。セミナー資料の発送をもって代えさせ

ていただきます。

■申込欄

新規申込 ・ 内容変更 ・ 参加取消 申込日 月 日

都道府県名 所属団体名称

所属団体

所在地

（連絡先）

郵便番号 ※参加券等の発送先となりますので正確にご記入ください。

住所

電話 ＦＡＸ 申込ご担当者 様

◎所属団体や申込者の活動（事業）内容等を簡単にご記入ください。（グループ分けの参考とさせていただきます）

参加者氏名 フリガナ （所属団体における）職名・役職名 備考欄

1

2

3

費用計算欄

お申込み内容に基づく費用計算をお願いします。費用合計額の振込依頼書を参加券とあわせて開催1週間前にお送りします。

参加費 費用合計額

3,000円×[ ]名分 円

申込書送信先＞名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店担当波多野、山辺
〒100-0013東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルＬＢ階

ＦＡＸ０３-３５９５-１１１９ 添書は不要です
電話03-3595-1121受付時間平日:9:30～17:30（土日祝日は休業となります）

変更・取消が生じた場合は本申込書を訂正箇所がわかるよう修正の上、再度FAXにてご送信ください


